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中国地方 タケカゴ細工の一側面

日本列島におけるカゴ細工の諸系列 (5)一

中 村 俊 亀 智*

1.問 題 提 起

皿.4っ の 事 例

1・ 鳥 取 市

2. 島根県鹿足郡津和野町

 3.岡 山県真庭郡勝山町月田

4,岡 山 市

皿・若 干 の 考 察

1.問 題 提 起

 中 国地方 は,以 前か ら,竹 細工のさかんな地方 と して知 られている。

 と くに,山 ぞいの地 帯で は,身 の しま った上質のマダケを産 し,そ れを素材 にした

カゴ細工のい くつ かは,工 芸的 にも極 めてす ぐれた もの として,た か く評価 されてい

る。

 と ころが,こ れ まで,こ の報告でひ とつの根拠 と して きた旧文部省史料館資料 のタ

ケカゴ細工 をみると,こ の地方 の カ ゴ細工 は,わ ずか10例 にす ぎず[文 部省史料館

1968:36,42,52,56,74,106,146,177],全 体 的な 展望を うる資料 としては,充 分

な もの とはいいがたい。

 そ こで ここでは,次 の手順 によって,こ の小文 をまとめることに した。

 1 鳥 取 ・岡山両県 につ いて は,そ れぞれ,県 立博物館所蔵の標本資料 を参照 し,

また,カ ゴ細工の現状 につ いての情報をいただ き,全 般的 な状況の把 握につとめた。

広島 ・山口両県については,芸 北民俗博物館の資 料をみせて いただ くとともに,二,

三 の友人を介 して資料をあつめた。

 2 以 上 を もとに して,現 在,タ ヶカ ゴ細工の生産がお こなわれている地域 のうち,

役 場,教 育委員会な どにお願 い して,資 料を提供 して下 さる方 々を紹介 していただき,
                

(a)ど の よ うな ところで,(b)ど の ような タケを素材 に して,(c)ど の ような編み方

で,(d)ど の ようなカゴ細工 が作 りだ されて きたかにつ いて,聞 き書 きをつ くり,そ

れを引用す る形で小文を構 成 した。 この種 の引用文に は*を つけて他 と区別 した。

*国 立民族学博物館第4研 究部
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 3 それとともに,各 地域のカゴ細工の特徴を把握するために,標 本 となりうる資

料をわけていただき,そ の形態と技術上の特色を,こ れまでこの報告で用いてきた分

析用語(文 末の別表参照)を 用いて記述 し,他 の地方のカゴ細工との比較研究のため

の足がかりとした。

 4 なお,今 回もまた,本 文中には個人のお名前はださなかった。それぞれのカゴ

細工は,そ れがどんなにす ぐれたものであろうとも,そ の地域の文化が生みだしたも

のだとかんがえ,こ こで もまた,地 域の文化的遺産としてのカゴ細工という点を重視

した。また,地 元でつか う呼び名(い わゆる地方名,方 言名)は,こ れまでの民俗文

化財の調査の慣例にしたがい,片 仮名で記 し,古 い長さや重さの単位は,換 算 して小

数点以下2ケ タの数字で示 した。

 5 この小文は,1977年 度国立民族学博物館における各個研究の報告の一部である。

瀬戸内海や日本海沿岸の漁具としてのカゴなど,中 国地方のタケカゴ細工 として,と

りあげねばならないものは,数 おお く残 されている。いずれ機会があれば,手 がけて

みたいと思う。

豆.4つ の 事 例

1.鳥  取  市

a ところ

 い うまで もな く,県 庁 の所在地で,か つて32万 石 の城下町 と して さかえた所である。

人 口122,311,世 帯 数35,384(1975年)。 第3次 産業に従 う人た ちの割合 は,全 人 口の

56ｰ0を 占 め,所 得 のうえで もたか い比重を もつが,最 近 では,電 気機械の生産額が出

荷額 の40%を 占 めるにいた っている。 はや くか ら,二 十世紀 ナシや松葉 ガニ,モ ズ ク,

ほ しカ レイなどとともに,竹 細工 が名産 と してあげ られ,現 在 で も,約10軒 ほ どの竹

細工店 が,市 内に ミセを もつ[鳥 取市 1976:1,2,13,27]。

  b タ ケ
                                

 山 陰 のマダ ケは,寒 冷 なた めか 「質 が しま って,か た い」*と いわれる。 しかも,

節 と節 とのあいだの長 さが長 く,細 工 につか うには,「45.45 cmか ら56.06 cmほ ど

の ものをつか う」*。 そ ういう良質のマダケは,「 入家のまわ りよ りも,ブ ナやケヤキ

の混生林 のなかにそだ った もの」*で,よ いタケが得 られ る場所は,せ いぜい,「 半径

5kmの 範 囲内で,3ケ 所 か4カ 所 しかない」*と い う。

 こ こでは,立 竹 をホネ(骨),廻 し竹 をホダ ケとい う。

 立 竹は,底 と胴 の部分 に縁 の折 りこみ部分だ け余分 にみて,「 カゴの高 さよ り4.55

cmだ け 長 くとる」*。

 一 般の家庭用のカゴの場合,立 竹は,「 割 ったタケを ミカワ(身 皮)1枚 に へ ぐ」*。
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大割,小 割したタケを身竹と皮竹 とにへぎ,身 竹は1枚 だけつかうだけで,内 側の部

分は捨ててしまうのである。

  c 編み方
                                           

 「鳥 取でカゴといえば,テ カ ゴの ことをさす」*。テカゴは,昔,つ み くさや田んぼ

の タニ シを とりにゆ くとき,畑 ヘナスやキウ リを とりにゆ くとき,あ るい は種 モ ミな

どをいれるカゴで,大 中小の3つ の種類が あるとい う。 ここで は,カ ゴの寸法 を シキ

(底 のタテヨコ)で 計 るが,大 は18.18cm,中 は15.15cm,小 は12.12cmと な って

い る。

 テ カゴの底編 は,4つ 目目つぶ しの編 み方で,こ の編み方 をこ こで はイカダ と呼ぶ。

「俗 にカゴゾ コ(籠 底)と いえば,イ カダの ことである」*。 底編 には,こ のほか,ア

ジロ編(2つ とび2つ くぐり,ま た は,3つ とび3つ くぐり)も なされたが,こ の編

み方は身竹 をおお くつか うよ うなカゴにみ られ,「 最近では,ほ とんどや られない(身

竹を多用するカゴよ りも皮竹をた くさんいれ たカゴのほ うが,ど うして も売れ るので,

身 竹をおお くつか うカゴは最近では,ほ とん ど作 らない)」*。

 テ カゴの縁仕上 げは野 田口仕上 げで,こ れを ここではアテブチといってい る。縁仕

上げには,こ のほか,マ キブチ(巻 縁)と い って巻 口仕上 げの方法や,カ エシマキ(返

巻 き)と い う蛇腹巻,そ れ に,エ ビ ドメ と呼ぶ共縁の手法が行 われたが,い ずれ も,

ご く限 られた ものに しかつかわれず,「 数がす くない」*と い う。

 野 田口仕上 げの場合,縁 の ところで立竹を折 りまげ,内 側 の縁竹(こ れを ウチブチ

とい う)と 外側 の縁竹 との あいだにササ ラを いれ る。 「ササラは,カ ブ(株)の ほうか

ら6枚,ま たは,8枚 に割 り,さ ば きがよい ように,先 のほ うで とめる」*と い う。

 カ ゴの形 ができあが ると,そ れ に手をつけ,最 後 に力竹をか ける。「手 をか けると

きには,節 の位置に気 をつ け,バ ランスを とること」*が 大切 だ とい う。力竹 のこと

はハ リダケ(張 り竹)と 呼ぶが,「 力竹 には,ハ リダケ と,底 を編む ときに,力 竹を

いれておかないと腰が たたないよ うな4つ 目のモ ノイ レなどの力竹 との2種 類 があり,

後 者の ことはオコシダ ケとい う」*。

 い ま,底 のタテ ヨコが18.5cm,カ ゴ本体の高 さが22 cmの テ カゴにつ いて,そ の

編み方をみる と次 のようにな る。

 ま ず,全 体 の形 は,い わゆ る円 口方底型で肩がやや張 り,口 がややす ぼまって いる

のが特徴 で,そ れに,カ ゴの本体 か ら15.5cmの 高 さになるよう手が と りつ けられ,

総 高 は37・5cm,重 さは41 5 gと な っている。 カゴの肩幅は27cm,で,ち ょうど口

の広 い陶器 のッボを思わせ,全 体 として,手 がた く量感にあふれた作 りをみる ことが

で きる。

 立 竹 は幅12 mmで,タ テヨコ7本 の計14本 で,厚 さlmmほ ど に,や や薄 くへ

いである。底編で は,幅15な い し17 mmの 皮 竹をつか って 目をふ さいでい る。底編
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では,と くに底の周囲を形作る立竹と,目 つぶ し竹のうちの2本 に皮竹をっかい,編

み目を強化 している。

 胴はザル目編で,底 から出発 した立竹は,か なり垂直にのぼってゆく。廻 し竹は幅

3mmで,立 竹の本数からいって,ち ょうど双子編のように,上 下のタケを2本1組

にして編んでゆくことがわかる。 この場合には,上 のタケが身竹,下 のタケには皮竹
                 コ   

がつかわれている。胴のふ くらみは,底 か ら17cmの と ころ,す なわち,全 体 の高

さの下 か ら3/4の と ころで,も っとも大 きな値 となる。

 口の直径 は,外 側か ら外側 まで24.5cmで,底 のタテ ヨコよ り,約3割 ほ ど広 い

ことがわかる。 縁 の内側 には幅18mm厚 さ5mmの 身 竹,し たが って,か な り厚

い縁 竹があててあ り,そ れが全体の様 子を引 きしめるのに役立 ってい る。縁 の外側 に

は同 じ幅で,厚 さlmmの 皮 竹 をいれ,幅15mmの 幅 のひろい縁 が形作 られ る。

ササ ラは8つ に割 り,厚 さは3mm幅10mmで,ハ リガ ネで10カ 所 ほどかが って

とめてあ る。内側の縁竹 は上下 でおお き く面が とってある。

 手 は幅22mm厚 さ4 mmの 丈 夫な タケで,胴 の もっとも幅の ひろい部分 か らカ

ゴの編 み目にはい り,底 のまんなかまで きて,両 端を交差 させて とめ られて いる。 そ

のよ うな手のつ け方に も,丁 寧な仕事 の有様 をみ ることがで きる。

 底 の力竹 は幅20mm厚 さ3mm長 さ25 cmで,皮 竹が対角線状 にいれ てある。

  d 種 類

 こ こでは,「 戦前はテカゴやソウケが大量 に作 られた」*と い う。養蚕 がさかんにな

された時代 には,ク ワボテや カイコカ ゴな どが作 られた。「竹細工 で,テ カゴを編 む

のは,ほ んの手 は じめのようなものだ」*。 それで も,「 戦前 は,テ カゴだ けを専門に

こしらえて生計 をたてていた人た ちもいたほどだ」*。

 ]958年 前 後には,動 力 のタケへ ぎ機械が導 入 され,ナ シカゴや マツバガニをいれ る

カ ゴの量 産が可能 になる。 そのいっぽ うで は,量 産がむず か しい,工 芸竹細工 と して

の カゴが専門に作 りだされている。

2.島 根県鹿足郡津和野町

  a ところ

 津和野町は山口市と益田市 とのほぼ中間にあり,古 い武家屋敷や商家のたたずまい

から,山 陰の小京都といわれる。 最近では,「 全国各地から観光客が急激に増加し」

「健康的な観光商業都市 として発展しつつある」[津和野町 1975:1]。 町域の8Q%余

りが山林で,「 平地 はきわめてす くな く」,林業のほか,コ メ,茶,ク リ,シ イタケ,

ワサビなど作 られている。第1次 産業に従 う入たちの割合は,1955年 には第3次 産業

のそれの,ほ ぼ2倍 となっていたが,1965年 にはほぼ等 しくなり,そ の状況が現在ま

でつづいている。
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  b タ ケ

 カ ゴ細工 の 「材料 は全部マダヶで,3年 ぐらいのものを近 くの家 か らゆず りうけて

くる」*。 「黒土の ところで,林 のなかにそだ った タケがよ く,そ うした場所に生える

タケは節が たか い(節 と節 とのあいだが長 い)」*と い う。 ソウケで は,節 と節 とのあ

いだ が,39.39cmぐ らいのタケが用 い られ る。「10月 に切 ったタケ は虫がつかない と

い って,そ の頃 にま とめて切 り,40束 か ら50束 も,切 りためてお く」*。

 「切 った タケ は,使 うとき,タ ケの質 にもよるが,2つ に大割 りに し」,立 竹 な ら,

「割 った タケを,は じめか ら(立 竹の)2本 分 の幅に小割 り してゆ き」*,皮 のほ うか

ら約4mmの 厚 さにへ ぎ,「 内側 の身の部分 は捨てて しまい,そ のあとで,身 と皮 と

にわ け,さ らに2つ に(立 竹 の幅 に)割 る」*。廻 し竹 な ら,大 割 りに したタケか ら廻

し竹4本 分の幅の ものを とる(長 さは4.55mか ら5.45m)。 ソ ウケにつか う廻 し竹

は,へ いで身のほ うを捨て,2つ に割 り,さ らに2つ に割 り,「 お米が 目にはさま ら

ないよ う,丁 寧 にカ ドを とり」*,断 面半 円形状 に してお く。 「ここでは,身 をつか う

カ ゴは,め ったに作 らない。身をつか ったカゴは,ど うして も,売 れないか ら」*。

 こ こでは,立 竹をホネ(骨),廻 し竹を ヒゴ と呼 んでい る。

  c編 み 方

 ソ ウケを編 む ときには,立 竹 をな らべ,「 まん なか(中 央部)か らヒゴをかけてゆ

く。 ヒゴは縁 の ところで ひね り,い つ も皮 が外側 に,カ ドをお としたほ うが内側 にな

るよ うにす る」*。

 「縁 には,マ ルゾウケな ら,154・53cmの 輪 になるように曲げておいた厚 い皮竹を

いれる。 輪 の両端 は9.09cmぐ らい重ねあわせ てハ リガネで とめてお く」*。 これ に

廻 し竹 をか けて ゆ く。

 「縁 には,ま ず ウチブチ(内 側 の縁竹)を あて,次 にソ トブチ(外 側 の縁竹)を あ

て,そ のあいだ にホダケ(サ サ ラの こと)を はさむ。ホダケ は1本 の タケを先か らカ

ブ麻)の ほうにむか って10に 割 った もので,縁 は最後にハ リガネで巻いて仕上 げる」*。

 ソ ウケを編む過程で,い ちばんむずか しいのはどの部分なのか。 「ソウケ は,足 で

おさえなが ら編むので,ど うして も全体の形がたい らにな って くる。 それを,最 後

に形を とどのえ るとき,縁 をお しこんでま るい形 に仕上 げる。その手加減がむずか し

い」*と い う。

 ソ ウケの縁仕 上げは,「 昔 は,山 に生 えているツヅ ラをつか った らしいが,ハ リガ

ネが はや くか らつか われ,ツ ヅ ラでかが った ものは,だ いぶん昔にな くな った」*。

 カ タクチ ソウケ(ク チゾウケ)に ついて,そ の値を計 ってみる と,長 径43.5cm短

径40cm高 さ15・5 cm重 さ6159で,縁 の平 面はタテヨコ40 cm余 りの方形 のな

かにおさまる ことが わか る。カ タクチ ソウケはザル 目編 の半球体状 のカゴで,長 径方

向に幅12cmの 口がついていて,長 径上 の約4:6の 部 分が もっとも幅 がひろ く,
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そこが両 手をかけるところともな り,ま た,立 竹が集ま るところ ともな ってい る。立

竹 は幅10mm厚 さlmmで,皮 竹 と身竹 を1本 ずつ1組 に し,短 径 の方向に平行

になるようにおかれている。 立竹 の長 さは,主 要部分 で56cm前 後 で,立 竹の1組

を構成す る2本 の タヶは,底 のあた り,す なわ ち中心 の ところでは,た い らに2枚 を

透 き間な くあわせてお き(こ のあた りで の1組 の幅 は20mmと な る),両 縁 の縁 に

かか るところでは,2本 を1つ に重ねあわせ,も っとも幅のひろい部分の両側 の立竹

は,重 ね る箇 所を3つ に裂 いて,重 ねあわせやす くしてい る。 ソウケには,長 径方向

に立竹が はい る型 と,こ のソウケの ように短径方 向に立竹が はい る型 とがあ り,そ れ

によ って ソウケ全体 の編 み方 も異な る。

 廻 し竹 は,幅2.5mm厚 さ2mmの 皮 竹で,皮 が表側 にで るように して立竹 にかけ

てゆ く。廻 し竹の身 の側(内 側)は,面 を とる とい うよ りも,む しろまる く削 られ,断 面

半円形 である。廻 し竹は,す べて,縁 の なか にはい っているはずの幅15mm厚 さ3mm

の皮 竹(?)に か け,こ の タケを越える とき,ひ とね じりしてかけてゆ く。 口の部分に

は,外 側 に幅14mm厚 さlmmの 皮竹 が いれてあ る。 立竹は全部 で13組 で ある。

 縁 は野 田口仕上げで,幅20mm高 さ21 mmに お よぶ。 縁 には幅21 mm厚 さ

3mmの 皮 竹 を内側 と外側 とにあて,幅15mm厚 さ4mmの サ サ ラがいれて ある。

サ サ ラは,前 記の とお り10に 割 り,17カ 所,ハ リガネでかが って とめ る。

 津 和野 のカゴ細工で,も うひ とつ忘 れて な らないものにアユカゴが ある。すでに,

民 芸の領域 で紹介 され,高 さ34 cm厚 さ10cm,口 の直径ll.5cm,底 の 幅15cm

で,口 のま るい,肩 の張 った ビクであ る。 この ビクによ く似た形 の もの として は南西

諸 島の同 じ用途のカゴなどをあげることがで きる[文 部省史料館 1968:ll3]。 しか

し,こ のアユ カゴよりも,幅 が もっとず っと厚い。 なお,肩 の線 は,下 か ら15cm

の あ た りにあ り,総 高 の半分 よ りやや下の位置にあ る。

 底 編は変形 のザル 目編で,幅7mmの 皮 竹7本 と幅10mmの 皮 竹3本 で構 成 さ

れている。これ らの立竹 は,い ず れ も胴 の立竹 として縁までのぼ ってゆ く。幅のひ ろ

い3本 の立竹 の うち,ま んなかの1本 は,こ のカゴの肩の線を形作 る。 この立竹 とそ

の他 の立竹 とのあいだには,肩 の附近 で間 隔があいて しまうので,途 中か ら2本 の立

竹を加えて間隔を うめて いる。 廻 し竹 は幅2な い し3mmの 皮 竹 で,上 半分 に幅 の

せ まい皮竹がつかわれて いる。

 縁 は巻 口仕上げで,縁 竹 として幅6mmの 皮 竹をつかい,そ の上 に幅7mmの 皮

竹を巻いてとめて いる。

 このカゴには,力 竹が巧みにいれて あり,両 肩にはllmm,中 央3本 には13mm,

も っ とも外側 には幅17mmの 皮 竹がつかわれ ている。

  d 種 類

 現 在,こ こで作 られてい るカゴは,ソ ウケ,ア ユカゴ,ト リノスなどで ある。
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 ソ ウケには,一 般家庭でお米 を とぐのにつか う片 口型 のクチゾウケ と,正 月 の餅揺

きの ときモチゴメをいれる,い っそ う半球体形のマル ゾウケとがあ る。 クチゾ ウケ に

は大中小 の3つ の型 があ り,そ れぞれ,ゴ ショウ トギ,サ ンジ ョウ トギ,イ ッショウ

トギな どと呼ばれてい る。 「実際 にはい るお米 の量 は,ほ ぼその倍 はいる」*。 ソウケ

の大 きさは 「口縁 の長さできま り,中 型のサ ンジ ョウ トギでは,輪 の長 さ1.36m,立

竹 の数13本,立 竹の長 さ75.75cm,ゴ シ ョウ トギ は立竹15本 で,輪 の長 さは中型 よ り

9.09cm長 く,小 型は中型よ り9.09 cm短 い」*。

 これに対 して,マ ルゾ ウケは9.004ト ギ18.004い りで,口 縁の長さは154.53cm,

直径48.48 cm,高 さ18.18cmで,立 竹15本 で 編む とい う。 立竹の長さは78.78 cm

とな っている。 このよ うに,ソ ウケ では編み方が一定 だか ら,主 要 な部材 の寸法 がき

まる ことによって,お のずか ら,全 体の形が規制 されてゆ く。

 ア ユカゴは 「アユ釣 りに腰 につ けて ゆくビクの こと」*,「 トリノスは,野 菜 とりな

どに,畑 へ背負 ってゆ くカゴ」*で,い ず れもザル 目編である。

 昔 は,4軒 か ら5軒 ぐらいカゴ屋が あり,旧 村 の範 囲の家 々か らの注文 でカゴを こ

しらえ,と きには,出 張 して,カ ゴを編んだ とい う。

3.岡 山県真庭郡勝山町月田

  a ところ

 岡山県中部地方の商工業の中心地津山市から,新 見行きの快速にのりかえて,約1

時間ほど乗ると勝山駅につ く。勝山町は,か つて三浦氏2万3千 石の陣屋のおかれた

場所で,現 在でも古い町並がのこされている。町全体の85.3%が 山林で,し かも水田

の割合がたか く (耕地全体の64%を 占める),山 林の78.3%は 私有林 となっていて,

極度に集約的な林業がいとなまれ,ま た原木の集産地として も全国的に知 られている。

1972年 の人口は11,682(世 帯数3002)で,こ こでもまた,そ れ以前の10年間に,第1

次産業に従う人たちの数が6割 か ら3.5割 にまで激減 し,そ のかわりに第2次 ・3次

産業に従う人たちの比重が2倍 近 く増加している。竹細工の生産地の月田は,勝 山の

駅か ら南西5kmほ どのところにあり,勝 山町竹工協同組合によって竹細工の生産販

売がさかんにおこなわれている[勝 山町 1975:3,6,7,8]。

  b タ ケ

 1971年 度,通 産省の伝統的工芸品の指定申請のために地元で調査された資料によれ

ば,月 田で昔から作 られ,現 在でも月田の竹細工を代表する製品といわれるソウケは,

次の生産工程によって生みだされるという[勝 山町 1976]。 ここではその資料をも

とにして説明してみよう。
   マダケ

 1 「真竹」 月田の竹細工には 「すべて岡山,広 島中北部の寒冷山地のマダケ」が

 つかわれている。この地帯のマダケは,弾 力性にとみ,し かも,油 脂を豊富に含む
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とい う。

2 「選 別 と切 り取 り」10月 下旬 か ら1月 のあいだ,ツ チ(土 ノの 日を除いて(土 の ・

日に切 ったタケ には虫がついている とい う古 い伝えがあ る),一 本一本,タ ケの良

し悪 しを吟 味 しなが ら,タ ケを切 ってゆ く。

3 「貯蔵」 切 った タケの色 ッヤを保 つため,通 風の よい場所 に貯えてお く。
  スントリ

4 「寸 取」 ソウケはワダケ(輪 竹),ソ トワ(外 輪),ホ ダ ケ(穂 竹),ウ チ ワ(内

輪),シ ンボネ(芯 骨),ヒ ゴの6種 類の材料か らなる。 そのそれぞれの材料 にあわ

せて タケキ リノコギ リで切 断す る。 その とき所定の寸法を とるためにつかわれ る一

種 の定規 をスンダケ(寸 竹)と い って いる。ス ンダケは幅30mmの タケに物差の

よ うに目盛 を した もので ある。

5 「荒 割」 切 ってか ら6カ 月以 上経 た ものは,1日 水に浸 し,ナ タで節をお と し,

タ テに2つ に割 る。'これ は大割の過程 にあた り,大 割,小 割 とも,柄 の重 い,全 長

33.5cm,刃 の長 さ20.5 cm,刃 の 幅4.5 cmの 両 刃 のナ タ(コ ガ タナ とい う)が つ

かわれ る。

       図1 勝 山町 月 田の ソウケ と コガ タ ナ

aは オオゾウケの平面図(た だ し左側半分)。

    XX'は 長径の線を示す。ただ し実線は口の内側 の線を あらわす。

bは オオゾ ウケの断面図(長 径面)。

cは オオゾウケの断面図(短 径面)。 点線 はXYを 半径 とする円の線,オ オ

    ゾウケのほうが,わ ずか に急な ことがわか る。

dは ソウケ作 りの主要工具 としてつかわれている コガタナとい うナタ。
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表1 大割(荒 割)か ら小割(細 割)へ[勝 山町 1976に よる]

      小  割

材  料

A B

備    考
幅 陣 さ 幅 陣 さ

a ワ ダ ケ(輪 竹)

b ソ ト ワ(外 輪)

c ホ ダ ケ(穂 竹)

d ウ チ ワ(内 輪)

e シンボネ(芯 骨)

f ヒ  ゴ

mm

20

25

17

26

25

18

  Inm      mm      mm

5-10    16     3

 〃      22

 〃      17

 〃      25

 〃      21

 〃      2

 1.5

  5

3-5

  1

  2

両端はクサビ型

先端はクサビ型

4枚 にへぐ

表 のなか で,た とえば,aワ ダケの場合,丸 竹を2つ に大割 りした ものを,小 割 の うちAの 過程 で,目

分量でハ ジか ら順 に幅20mm厚 さ5mmか ら10 mmに 割 り,小 割の うちのB過 程で,さ らに, 幅

16mm厚 さ3mmに な るように削 る。ただ し, Aの 過程 ではへ く'作業はしない.

   ホソワリ

 6 「細 割」 荒割 した ものを,そ れぞれの材料の幅 にあわせて,端 か ら細か く小割

 りにし,所 定の厚 さにへいでゆ く。タヶをへ ぐことを,こ こではヘチルといって い

 る。 各材料 は幅 も厚 さも細か く一定 してい る(表1)。 さ らに削 り台 とい う台をつ

 か って面 を とる。

 7 「編 み」 材料 がそろうと,ワ ダケに シカケ ヒゴをか け,チ ュウ(中)ヒ ゴ,ア ゲ

 (上)ヒ ゴ,へ 虫 辺)ヒ ゴ,ツ メ ヒゴの順 で ヒゴを かけ,縁 にウチ ワ,ソ トワをあて,

 そ のあいだにホダ ケをいれ,口 をふ さいで,「 ッヅ ラというッヅ ラフジ科 の植物 の
      

 くきでかが って」野 田口仕 上げの方式で仕上 げる。

 8 「仕 上 げ」 (略)

 材 料 につか うタケは,「3年 か ら5年 の もので,伸 びが よ く,節 が低 く,色 ッヤが

よ く,先 枯 がな く,も ちろん,虫 がついていないよ うな ものを選ぶ」*。いわゆる 「目

通 りで21cmの ものな ら長 さ7mか ら8m,目 通 り24 cmの も のな ら9mか ら

10m。 節 のあいだは,タ ケ のまん なかの部分で39.39 cmな い とつかえない」*。 そ

して,「 ひ とつのオオ ゾウケを編むのにタケが2本 いる」*。タケは,「 昔か らの経験で,

黒土 にそだ った もの よりも,岩 山の,か たい赤土 の ところにそだ った もののほ うがつ

かいやす く,雑 木林にそだ った タケ は,ス ギ林にそだ ったタケよりも,水 気 がす くな

く,繊 維が細かい」*と いう。

 表1は,大 割か ら小割へ の割 り方を,各 材 料 ごとに表 にまとめた ものである[勝 山

町 1976]。 こ こでい うワダケ は縁のなかにいれ る縁 竹,ソ トワは外側の縁竹,ホ ダ

ケはササ ラ,ウ チ ワは内側 の縁竹,シ ンボネは立竹,ヒ ゴは廻 し竹の ことで,サ サ ラ

は,「 根元か ら割 ってきて,先 端を8cmぐ らい残 し,8本 に割 る」*。 ここで は,材

料の長さや幅 や厚 さが,表 に示す ことがで きるほ ど,材 料がはっき りと規格化 されて
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いる。 それは月 田のカ ゴ細工 のひ とつの特徴で もある。

 10年 ほ ど前か ら,タ ケは, 「広 島県東部の東城町,西 城町,岡 山県 中部の加茂川町,

御 津町 まで切 りにゆ く」*。いず れ も,40kmほ ど離れた場所であ る。「ほ とん ど90%

は自分 で買いにゆき,一 本一本 みて,切 って くる。 自分で切 ったほ うが,無 駄 がない

し,作 るに も自信が もて る」*と い う。

 ス ンダケには,元 か ら166,158,155,130,86cmの と ころに目盛が あ り,166 cm

の 目盛は ソ トワ とホダケの長 さ,158cmの 目盛 はウチ ワの長さ,130 cmは ヒゴ,

86cmは シ ンボネの長 さを示す 。 ここで は,円 周24 cmの タケか ら,根 元 の3節 で

シ ンボネ,次 の3節 でシカケ ヒゴ,ま んなかの2節 か らアゲ ヒゴ,そ の上の2節 でチ

ュウ ヒゴ,そ の上の3節 でヘ リヒゴを とり,そ れよ りやや細い,円 周21cmの タ ケ

の根元5節 で ソ トワ,そ の上の4節 で ホダケ,そ の上の3節 か らウチワ,そ の上の3

節 でワダ ケをとるとい う。1本 のタケで も,節 と節 とのあいだの長 さは,下 か ら次第

に長 くな り,ま た 中心をす ぎる と漸次短 くなる。その性質 を利用 して,各 材料 にあっ
                                             

た部分 をつか うよ う,経 験的に,タ ケの切 り方 まで規格化 したのが以上 の しきた りな

のであ る。そ こにはまた,1本 の タケで も無駄 な く利用 しつ くそ うとす る工夫が なさ

れている。そのためには,タ ケを切 るとき,1本1本 タゲの太 さや材質 を吟味 して,

材 料がそ ろうよ うにす ることが要求 される。

 ここで は,タ ケヘギ は ・「ソウケの編み方をひ ととお り教わ ってか ら習 う」*と い う。

「編 み方 を手が けてい るうちに,自 然 と,ヒ ゴの厚 さや ホネの厚み に対す る感覚 がで

きあが る」*。「ヒゴ作 りをおぼえ るまでには1年 かかる。 そ して,最 後に,シ ンボネ

を作 るのをおぼえ る。ホネは幅や厚 さに差が あってはな らないか ら,シ ンボネを作る

作業 は,と くにむずか しい。いまで も,シ ンボネをや らされる と,終 った らやれやれ

とい うほどだ」*。 シンボネは,皮 とも4枚 にへ ぎ,ヒ ゴは大割 か ら幅18mmに 小割

りした ものを,節 をお とし,ま んなかか ら2つ に(幅9mm)し,そ れを2枚 にへ ぎ,

さ らに4つ に割 って,幅2mmに まで幅をせばめてゆ く。 タケ をへ ぐとき,タ ケの

切 口にナタ(コ ガタナと呼ばれている)で キズをいれ,ナ タを垂直 にたて るようにし

て,ナ タの背 中の方で タケをわ けてゆ く。 ナタの刃の もとのほ う7cmの 部 分 には刃

がな く,そ こをにぎって,柄 と刃先 との均衡 を とりなが らへいでゆ く。

  c編 み方

 前 記の資料に よれば 「編 み」 の工程 はさ らに6工 程 にわ け られてい る。 ここで も,

前 記 の資料を もとに して説 明 して みよう。

 1 「輪 作」曳ワヅク リ)縁 のなかへ いれるタケ,す なわ ちワを作る工程で,ワ の

 両 端 はハ リガ ネで とめてお く。 ワの形 は隅丸 の短形で,「 曲 り角 に節が こないよ う

 に気 をつける。 こう して一度曲げたタケは,も うもとへは もど らない」*。

 2 「芯 入」(シ ンィレ) ヒゴには5つ の種類 がある。 ソウケ の長辺が 正面 に くる
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 よ う,ソ ウケをおいてみ ると,ま んなかがやや くぼみ,底 の線 は弓な りに曲 って い

 る ことが わかる(図1)。 この くぽんだ中央部の ヒゴを シカケ ヒゴ(仕 掛 ヒゴ),そ

 の両端の ヒゴをナカグ ミ(中 組),そ の外側 の腰立直前 の部分 にあたる部分の ヒゴ

 を アゲ ヒゴ,腰 立の ヒゴをヘ リヒゴ,さ らにその両外側の ヒゴを ツメ ヒゴとよんで,

 完 全 に識別 してい る。5種 類の ヒゴは,曲 り角 に当て るヒゴはその ヒゴな りに,ま

 ん なか にか けるヒゴはそれな りに,幅 や厚 さが微妙 に異な る。 もちろん,そ れ は手

 加 減 ひとつで作 りわけ られる。月 田のソウケの場合,立 竹 は長辺 の方 向にむ けて い

 れ るが,立 竹をたい らにな らべ,ま んなかにシカケ ヒゴを21本 かけ,片 側 のコボネ

 にか け,次 にまんなかの シンボネにかけ,そ れか らコボネの順 で繰返 して ゆ く。立

 竹(ホ ネ)に は,シ ンボネ(芯 骨)と コボネ(小 骨)と があ り,シ ンボネをまん な

 か にいれ,コ ボネをその両側にいれる。 シンボネはコボネ より幅が広 く,コ ボネは

 中 心か ら外側へ,順 に,イ チバ ンボネ(1番 骨),ニ バ ンボネ(2番 骨),サ ンバ ン

 ボ ネ(3番 骨)と い う。

 3 「中 組」(ナ カグ ミ) シカ ケヒゴの 両側 にナカ ヒゴをかける工程 で,ナ カ ヒゴ

 は20本 で ある。その とき,立 竹 を締 めつ けるように して 目をつ めて ゆ く。

 4 「上 げ ヒゴ」(ア ゲ ヒゴ) シ ンボネの両端 を曲げ,ワ にかける。 コボネの末端

 は 口で5つ に細か く割 り,ま る味 をつ けるよう,ワ にそ ってたわめなが ら縁 にか け

 て ゆ く。それにアゲ ヒゴをかけ,ほ ぼ全体 の曲率が きま る。

 5 「辺 りヒゴ」 い リヒゴ)皮 ヒゴ(皮 作 りの ヒゴ)】0本 にニ ク ヒゴ(肉 ヒゴ,

 身 竹 の廻 し竹の こと)7本 を,全 体 の形をそ ろえ るように しなが ら,か けてゆ く。

 6 「ツ メ ヒゴ」立竹 のすぼみ具合 を調整 しなが ら,皮 ヒゴ,ニ ク ヒゴを交互 に8

 本 ずつか けてゆ く。

 こ こで は,以 上の製作工程 その ものが,ソ ウケを作 る仕方 を修得す る過程 と直接 に

結 びついてい る。

 ソ ウケを 「習いは じめて,は じめての人 はナカグ ミの工程を受 け もつ。 は じめて で

は・ホ ネのか け具合,ホ ネの間隔のあけ方 ものみ こめていないか ら,あ らか じめ,シ

カケ ヒゴをか けておいたのをまわ して,ナ カグ ミを させ」*,立 竹 の間の とり方を おぼ

えさせ る。 「次に シカケをかけるのをおぼえ,そ れか ら3教 程 目にヘ リヒゴ,4番 目

にツメ ヒゴ,5番 目にアゲ ヒゴ となる」*。 「アゲ ヒゴまでか けられるよ うになれば,

ひ とつの ソウケを,だ いたい,独 力で作 れるまで にな ってい る」*。そ こまで くるの に

2年 はかか るという。 「縁 の仕上 げの仕方 も自然 におぼえ,ヒ ゴの厚 みやホネの厚 み

加減 も,お のずか らわか って くる」*。 こうした作業を くりかえ し,そ の うちには,

「1日1っ ぐらい しかで きなか った ものが,6つ も7つ も作 れるようにな る」。そ こま

できて,は じめて,い わゆる仕事 になるのであ る。

 材 料の タケか ら各部 分の材料 をとる取 り方,各 部分の材料の作 りわけ と使 いわ け,
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各部材 に細 か く呼び名をつけ,は っき りと識別す るや り方.し か も,そ れ らが,作 業

をすすめる上で巧み に分業化 され,ソ ウケ作 りを習いおぼえ る訓練の過程 と結びつ く

こと,そ れ らの技術上の特色 は,あ るいは,他 の地域の ソウケ作 りに も,多 かれす く

なかれみ られ る ことか もしれないが,そ れが,_ ..の ソ ウケの場合 には,典 型的 に,

か つ見事 に体系化 され,量 産の手法 として確立 されて いる。

 オ オゾ ウケは,手 元 のソウケによれば,高 さ19cmで,他 の地方 のソウケ に くら

べ,い っそ う深 くなって いる。 口は長径48.5cm,短 径43 .5 cmで 隅 丸 の短形,断 面

を とってみる と,前 記の ように,左 右面では半 円形,前 後 からみ ると舟底形で,し か

も,両 端が深 く,ま んなかが5mm程 度浅 くな っている。重 さは8059で,や や重 く

感 じられ る。立竹 は0ま んなか4本 が幅22mmの 身 竹で,そ の両側5本 が幅15mm

の 身 竹で この幅 のせ まいほ うの身竹は,縁 に近 づき次第,中 心か ら両翼 にひろがるよ

うにいれてあ り,そ の部分10cmほ ど のと ころは5つ に割 ってある。 廻 し竹 は,す

で に説明 した ように,わ ず か70cmの 曲面 に,幅2mmか ら1.5mm,厚 さ2mm

か ら1.5mmの 皮 竹や身竹が,各 部分 ごとに使 いわけ られてい る。 全 体の形 に くら

べ,・廻 し竹の幅 がやや細 く,し たが って,編 み 目の密度 の高い ことも,こ の ソウケの

ひとつの特色か と思 われ る。

 縁 は野 田口仕上 げで,縁 の幅 は20mm厚 さ22 mm,内 側 と外側 に厚 さ1.5mm

の皮 竹をいれ,そ のあいだに厚さ3mmの 皮 竹を8つ に割 ったササ ラをいれ,そ れ

を太 さ2.5mmの ツ ルで]7カ 所 か がって とめている。縁 はセイが高 く,幅 がひろ く,

単 に丈夫で あるばか りで な く,全 体を手堅 くひき しめるのに役立 って いる。

 廻 し竹やササ ラにつかわれてい るタケの節 もまた全 体に変化 をつ ける,ひ とつの要

素 となってい る。

  d 種 類

 月 田で は,現 在,ソ ウケのほか,果 物や魚のモ リカゴ(盛 りカゴ),パ ンカゴ,買

物 カゴ,花 器,食 器 いれ,ド ジ ョウカゴ,テ ンプ ラやザル ソバ用のカゴ,飯 籠 などが

勝 山町竹工協同組合 を通 して 出荷 され,例 年,全 国展示会 にも出品 され,東 京 の百貨

店 にも進 出してい る。その生産額 は1975年 度6700万 円 におよぶとい う。また,民 芸 と

して高 く評価 され,す で にひろ く紹介 されてい る。

 ソ ウケには,オ オゾ ウケのほか,メ シゾ ウケ,コ メアゲ ゾウケ,コ エゾウケ,ミ ゾ

ウケの5種 類があ り,そ れぞれ形や大 きさを異 に している。オ オゾウケ は月田の ソウ

ケを代表す る製品で0コ メ184は い る ところか ら,お コメを俵 につ めるとき,マ ス

としての役 目もはた し,ム シロにほ したモ ミを取 りいれた り,秋 の収穫期 には,現 在

で も,さ かん に用い られている。一名 タンガ メゾ ウケ と呼ばれている。 コエゾウケは

田畑へほどこす肥料の運搬,ミ ゾウケ は,い わゆる石箕 で,土 木工事 のときの土砂,

小石 の運搬 につかわれてい る。 ソウケの生産は,月 田の竹 細工 の生産 の約4割 を 占め
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表2 ソ ウ ケ の 規 準

種 類
長 さ 縁 竹 の 長 さ ヒ ゴ の 長 さ

cm cm

1 オ オ ゾ ウ ケ 157.06 155.00

2 メ シゾウケA 130.29 87.85

メ シゾウケB 136.35 81.81

3 コメアゲゾウケ 130.29 115.14

4 コ ェ ゾ ウ ケ 166.65 127.26

5 ミ ゾ ウ ケ (略) (略)

ソウケの大 きさは縁竹 の長 さできまる。

てい ると推定 され てお り,昔 か ら板箕をつか う島根県津和野地方や,収 穫 に桶 をつか

う習慣 のあ る広島県 の一部をのぞ き,岡 山 ・広島両県 内に出荷 されている とい う。勝

山町竹工協同組合 では,現 在51人 の 組合員が生産にたず さわ ってい る。]97]年 の資料

によれば,生 産に従 う人た ちの年令構成 は,40代 ・50代 が半数を 占め,60代 が15・7%,

70代 以 上が]3.7%で,こ こで も後継者の養成が問題化 しつつ ある。 また,経 験年数で

は15年 以上20年 未 満 ・20年 以 上25年 未 満の人た ちが,そ れぞれ29.4%,10年 以 上15年

以 下 ・25年 以 上30年 以 下 の人 た ちが,そ れぞれ19. 9%で,い ずれ も豊富な経験の蓄積

を物語 る。

4.岡 山  市

  a ところ

 岡山地方は,昔 か ら竹細工の産地 として全国的にも名のとおったところである。 こ

こには,岡 山市を中心に岡山県竹製品工業組合があり,県 全体で約600人 が加盟 して

いるという。市内だけでも,組 合員は24人で,昔 は,青 年学校でも竹細工の講習が正
                      も

課 に とりいれ られたほどで,戦 前戦後を通 じて,盛 りカゴや花器な どを中心に,輸 出

用の竹細工 もなされた。「コメアゲザ ルで もバ ンカゴ(他 の地方 でい う御用 カゴ)で も

岡 山の もの は丈夫 な ことで定評が あった」*。

  b タ ケ

 材 料 はマダケで,「4年 か ら5年 の ものを使 う」*と い う。 材料 のタケ は,岡 山市

附近 で も得 られたが,山 ぞいの地帯 まで切 りにいった。 「若 いときには近在の山ヘ タ

ケを切 りにいった。 津山線の野野口や高梁川 中流右岸一帯」*で,い ずれ も市 内か ら

12kmか ら15km離 れ た場所 である。 「昔 はよいヤブ(藪)が,と ころどころにあ っ

たので,た くさんの タケのなかか ら,よ いタケを選んで切 って くる。 よいタケだけを

切 って くるのだか らタケを切 るのが実 にたの しみだった」*。 「タケは,ア キギ リ(秋
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切 り)と いって,9月 に切 ったものが よい」*。 「川べ りのタケは細工が しやすいが性

質はよ くない」*。反対 に 「赤土の ところに生 えるヤマダ ケは節 は低いが,性 質が よ く,

ゆ るみがない」*と い う。「切 ったタケは,昔 は馬 車 をたのんで車につけて家まで運ん

だ」*。

 切 ってきたタケ は,カ ゴを作 るとき,「4つ に大割 りにし,ホ シカゴ(後 出)の 場

合には4枚 にへ ぎ,そ のほか の内側の部分 は捨てて しま う」㌔ 「身を余計 につ か う果

物カゴでは6枚 か ら8枚 にへ ぐ」*。へ ぐときには,こ こでも,口 でへぎ取 るほ うのタ

ケのサキを くわえ,へ ぎおとす ほうを足の親 指でお さえ る。 なお,「 ヤプか ら切 って

きた タヶは表側 にアカがつ いてい るか ら,割 るまえに洗う。竹細工を習 いは じめて最

初に させ られる仕事 がそれで,そ れか ら,タ ケを大割 りにす る仕事や,タ ケヘギ をお

ぼえ る。タケヘギで は,最 初 にア ラヘギ(荒 へぎ)を おぼえ,そ の後,さ らに細 か く

へ ぐ作業をする」*。

 こ こでは,立 竹 をタッ,廻 し竹を ヒゴダケ とい っている。

  c編 み 方

 ホ シカゴは,エ ビやハゼな どを干すのに一般 の家庭 で使 うカゴで,農 村地帯で は梅

干な どをつ くる ときに も使われ る。 「どこの家庭 で も,日 常,割 によ くつかわれるカ

ゴで,都 市 部では小 さいホシカ ゴ,農 村地帯 では大 きいホシカゴが使われて いる」*。

 立 竹 は周囲18cmほ どの ロクス ンダケな ら,16に 小 割 りにし,幅10mm長 さ50

cmの 寸 法 にそ ろえてお く。 廻 し竹は, nク ス ンダ ケな ら16に 小割 りに した ものを,

さ らに4つ ずつに割 り,よ いタケな ら,幅4mmに してお く。

 ホ シカゴの底編 は4つ 目編 で,「 た くさん作る ときは,最 初 に4つ 目の見本 を作 っ

てお き,そ の上にタケをな らべて,目 の大 きさがそ ろうよ うにす る」*。 また,「 廻 し

竹 を余 りつかわないよ うな6つ 目のカゴしか編まない,俗 に(目 の あるカゴだけを専

門 に作 る)メ モノ シ(目 物師)と いう人た ちは6つ 目のホシカゴをつ くる」*。カゴの

底 の編み方には,「6つ 目のほか,ザ ルでは菊底,ミ ソコシのような ものにはアジ ロ

編が ある。 しか し,ア ジロは年寄がや った くらいで,い まで は岡 山で はほ とんど しな

い」*と い う。

 縁 仕上 げは野田 口仕 上げで,こ の編 み方 を ヒラブチ とい っている。 「また,ハ リガ

ネで縁竹を くくるので,ト リブチ ともいう」*。「縁 の仕上 げ方 にも,そ の人の流儀 に

よ って,ヒ ラブチの上手 な人 とマキブチ(巻 口仕上げ)の 上手 な人 とが あり,ど うし

て も自然 に,マ キブチ専門の人 は ヒラブチをき らう」*よ うになる。 野 田口仕上げに

す る ときには,「 縁 まで きた タケを折 りかえ し,と くによいカゴな ら,そ の先端 を全

部 とめるが,普 通 は上下2本 の廻 し竹 でハ ジを とめ,そ のサキは切 り揃え,ウ チブチ

(内 側の縁 竹)を あて,そ れ か らソ トブチ(外 側の縁竹)を あて,そ のあいだへ,セ

ンボ ンワ リ(千 本割,サ サ ラの こと)を いれ る。セ ンボ ンはタケのサキか ら割 ってス
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エ(根 本のほ う)を の こす。セ ンボ ンは,1本 のセ ンボンダケを6つ に割 る」*。縁 を

かが るのに,「 一般 にはハ リガ ネをつか うが,な かにはカズラをつか うところもあ り,

高 価なカゴの場合 には トウ(籐)が っかわれる」*。

 こ こでは力竹をハ リダケ といい,「 カゴの本体がで きあが ったところで,後 で差 し

こみ,そ れか ら手をつ ける」*。

 「カゴを編む とき,も っともむず か しいのは,底 か ら胴をお こす ときで,口 が ひろ
                       

が らないよ うに しか も,縁 が まるみを もつ ように,立 竹をお こして ゆ く」*。0

 手 元 のホシカ ゴの本体 は,高 さ8cmの ザ ル 目編のカ ゴで,カ ゴ全体,都 会的な洗

練された味わいを もって いる。総高32cm,タ テ ヨコ38 cm,重 さ5159で,皮 竹の

青さが身竹 の色に調和 して色彩感 をただ よわせている。実際 には,こ のホ シカゴよ り,

ひ とまわ り大 きいカゴが,よ く使われ るとい う。

 底 は26cm四 方 で,幅12 mmの 皮 竹(し か も薄 い皮竹)を タテ ヨコ4本,都 合

8本 用い,そ れを囲の字の形にいれ,そ れ に幅12mmか ら14 mm,厚 さ1mmの

身 竹を8本 ずつ,全 部で16本 で底編 を構成す る。 目のタテ ヨコは,お おむね9mm

とな って いる。底 まわ りのタケには身竹がつかわれている。

 廻 し竹は幅4mmの 身 竹 と皮竹 で,そ れをい っしょに して縁 まで12段 にか けてゆ

く。

 口の形 はタテ ヨコ38cmの 隅 丸の方形で,縁 の幅は12mm,高 さ20 mmで,内

外 に厚 さ1.5mm内 外 の皮竹を いれ,そ のあいだに6つ に割 ったササ ラをいれ,幅

3mmの トウで巻 いて17カ 所を とめている。 このカゴで は野田 口の重 ね目に工夫 が し

てあ り,外 側 の縁竹をササ ラの根元 の位置よりも5cmほ ど長 くとり,縁 にと りつけ

られた手 のなかへ通す よ うに して,な にげな くとめて いる。

 底 には幅20mm厚 さ3mmの 皮 竹が力竹 としていれて ある。 力竹 は底 の四隅を

対角線状 に結 んでいれてあ り,底 の組織 を引き しめる効果を充分 にはた してい る。

 手 は幅15mm厚 さ3mmの 皮 竹2本 を組み合 わせ て編んであ る。 手の形 は,ほ

どよい半 円形 で,持 ちやすいよ う,面 がきれ いに取 ってあ る。縁 か ら縁 までの手 の長

さは約60cm,そ の両端60 cmは,そ れぞれ3枚 にへ ぎ,曲 げよ くし,外 側か ら縁
                

にまわ し,ひ とひね りして隣 りの手に巻き,最 後 に,外 側か ら胴 の編 み目に深 くさ し

こんで とめている。 この最終部では幅がややせ ま くなるように削 って ある。手の画 く

曲線 といい,手 の幅 といい,取 りつけ方 といい,そ こには,タ ケ本来 の持 ち味を よ く

生か した,な にげない心づかいがなされて いる。意匠的に も,こ のホシカゴは学ぶべ

きものを多 くもってい る。

  d 種 類

 昔 か ら,こ のあた りで は,ホ シカ ゴのほか,ミ ソコシ,ミ ズキ リ(ザ ル),メ ザ ル,

コ メアゲ ザル,そ れ に農業用のカゴ として,ハ ツ ミカ ゴ,ク サカゴ
,堆 肥運搬カ ゴ,
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ナエカ ゴ(苗 カゴ),ク ワ ツ ミ,そ のほかバ ンカゴなどが作 られた とい う。

 そのなかで,ミ ソコシ,メ ザル,ハ ツ ミカゴなどの,ま るい形のカゴを,こ こで は

マル モノ (丸物)と いい,こ れ に対 してバ ンカゴのような直方体状のカ ゴをカクモノ

(角 物)と い う。 また,6つ 目カゴをメモノ といい,「 それぞれ得意に してそれだけを

専 門に作 る人た ちがあ り,マ ルモ ノ師,カ クモ ノ師,メ モノ師 などと呼んでいた」*と

い う。 ここで は,こ のよ うに して カゴ細工に も,は や くか ら専門分化がお こなわれて

いたことがわか る。それに,入 れ子の トリコミカゴなどのような工芸的な竹 細工をす
     ぶんじん し

る人たちは文人師 といわれて いる。そ こに,こ の地方 の竹細工の もつ,ひ とつの雰 囲

気 を感 じとることができる。

U.若 干 の 考 察

 1 以上,こ こでとりあげた,い ずれの例からもうかがえるように,中 国地方のタ

ケカゴ細工は,大 局的にみて,マ ダヶを素材にしたタケカゴ細工の発展としてとらえ

ることができる。さらにいえば,マ ダケの皮竹 と,そ れに近い良質の身竹を材料にし

たカゴ細工の発達としてとらえることができよう。中国地方のタケカゴ細工の場合に

も,た しかに,農 業や養蚕の用具としてのタケカゴ細工を発達させた過去をもち,身

竹を多 く用いたカゴ細工 も作 られたが,し かし,現 在では,ほ とんど,皮 竹 と皮竹に

近い身竹のみを利用し,身 の多くを捨ててしまうようなタケカゴ細工に収束されつつ

あると思われる。そのことはまた,タ ケへぎの技術や,タ ケ作 りの習得方法に,す く

なからず影響を与えている。

 2 中国地方のタケカゴ細工を特徴づける手法のひとつに,ザ ル目編で縁を野田口

仕上げにしたカゴの手法がきわだつ。そのよい例は,こ こで とりあげた,鳥 取地方の

「カゴ」やソウケであり,岡 山のホシカゴである。もちろん,野 田ロ仕上げの手法は

全国的にみられるし,巻 口仕上げや共縁の手法が中国地方で行われなかったのではな

い。それに,勝 山町月田や津和野でみてきたように,ソ ウケではこの縁仕上げの手法

は,立 竹のかけ方か らいって,ほ とんど必然的なものですらある。それにもかかわ ら

ず,中 国地方のタケカゴ細工といえば,ザ ル目編で野田口仕上げのカゴが思いうかぶ。

それはまた,素 材としてのタケの質やタケ作 りのあり方とも密接に結びついている。

 3 ヵゴの生産面で,と くに注目しなければならないのは,月 田ソウケの場合であ

る。すでに記 したように,月 田ソウケでは,ソ ウケを形作る各部分ごとに幅や厚さの

異なる材料がつかわれ,そ れが,組 合の多 くの人たちのあいだの仕事上の分担(協 同

作業)を 前提にし,作 りわけられる。この材料の作りわけは廻し竹(ヒ ゴ)に まで及

び,あ たかも,ひ とつの機器が幾つかの部分品か ら組み立てられるように,系 統だっ

て生産されてゆくのである。その生産を分担する人たちの仕事は細かく専門化 し,そ
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れがまた竹細工の習得の過程とも重なりあう。 このような多量生産のすすめ方は,多

くの職人をかかえた工房や協同作業による竹細工が,全 国的にほとんどみられなくな

っている現在では,き わめてまれな例なのではなかろうか。

 4 中国地方のタケカゴ細工で,と くに注目してよいのは,都 市におけるタケカゴ

細工,と りわけ,在 来の生活に用いられるカゴの手法を踏まえながらなされている工

芸竹細工の存在である。もちろん,鳥 取や岡山のみならず,幾 つかの古い都市には同

じような傾向がみられる。 しかし,「 文人師」 という表現に示されているように,こ

こにははや くか ら工芸竹細工への方向が用意され,現 在では,そ の線の上にある人た

ちによって,す ぐれた生活のカゴが作 られている。 ここにあげることができた岡山の

ホシカゴも鳥取の 「カゴ」 も,い ずれもそのよい例である。月田のカゴ細工や津和野

のカゴ細工は,こ れまで,す でに民芸の分野でとりあげ られているが,そ れ以外,都

市生活を背景にした,こ れ らの竹細工のなかにもまた,中 国地方のタケカゴ細工が行

きついた,ひ とつの集約点をみることができるのではなかろうか。
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附表 「日本列島におけるカゴ細工の諸系列」使用のカゴ細工用語集

1・ タケ作 り一

 一大割(お おわり), タヶをセンイの方向に,タ テに2つ ないし3つ に

「一談 翻 大割にしたタケ懲 さらに細かくタテに割鶴

一 へ ぐ(剥 ぐ),割 ったタケを,割 った方向と直角に,タ テにうす く分
   けること,

 一皮竹(か わだけ),皮 のついた材料のタケ(材 料のタケは皮と身にわ   かれる)
。             ・

 一身竹(み だけ),皮 を とりさった,身 の部分だけのタケ。

 一立竹(た ちだけ), カゴの骨組となる,上 下方向のタケ(ソ ウケにも
   準用)。

 一廻し竹(ま わしだけ),立 竹を左右方向にかがるタケ(ソ ウケにも準   用)
。

' 一縁竹(ふ ちだけ) ,カ ゴの縁にそえるタケ(内 縁,外縁,シ ン竹など)。

 一縁巻竹(ふ ちまきだけ),縁 にまいて,縁 をととのえるタヶ。

一 ササラ竹(篤 だけ),内 縁 と外縁とのあいだへいれる,こ まか く割っ
   た タケ。

  力竹(ち か らだけ),カ ゴの底や胴を強化するためにいれるタケ。

2,編 み 方一

 一4つ 目編(よ つめあみ), タテ ヨコの2方 向のタケを組み合わせて4
_  角な 目をつ くりだす編み方。

 一一一 6つ 目編(む つめあみ), 3方 向のタゲを組み合わせて6角 形の目を   
つ くりだす編み方。

 一 アジロ編(網 代あみ), タテヨコ2方 向のタケを,す きまなく組み合
_  わせてゆく編み方(市 松を含む)。

 一 ザル目編(旅 目あみ),立 竹に規則的にヨコに廻 し竹をすきまなく組   
み合わせてゆく編み方。

 -4つ 目目つぶし,4つ 目編の4角 な目を目つぶし竹でふさいでゆく編   み方
。

 -6つ 目目つぶし,6つ 目編の6角 形の目を目つぶし竹でふさいでゆく
   編 み方。

  共縁(と もぶち),立 竹だけを組み合わせて縁をつくる縁の仕上げ方。

 一巻口仕上げ(ま きぐちしあげ),縁 竹を縁巻竹で巻いて仕上げる縁の
_  作 り方。

L鞭 巻(じ ゃ砺 まき),雛 竹を,、 、わゆるジャバラ蜷 いて仕上
   げる縁の作り方。

一 野田口仕上げ(の だぐちしあげ),縁 竹のあいだヘササラ竹をいれて

   仕上 げる縁の作り方。

*カ ゴ細工の用語は,そ の土地に よって特有の呼び方 があ り,必 ず しも一定 していないの で,と りあえ

 ず,上 の表を作 った。 ここでは,な るべ く数 す くない用語ですむ ように工夫 した。
*試 みに実線で用語同志 の関係を示 した。
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1    2

3    4

奪

附図1 中国地方のタケカゴ細工

1 鳥取市のテカゴ

3 鳥取市のメカゴ

5 島根県津和野のアユカゴ

2 島根県津和野のクチゾウケ

4 鳥取市のメカゴ

6  同  (裏側)
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7

8

9     10

11      12

附図2 中国地方のタヶカゴ細工(つ づき)

7 岡山県勝山町月田のオオゾウケ

9 岡山市のホシカゴ

11岡 山市のホシカゴ(細 部)

8  同   (上か ら)

10  同  (側面)

12岡 山市のホシカゴ(底 編)
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13

14

15    16

18・

17

附國2 由 国 佛† の タノrカゴ細T`細 部)

13鳥 取市のテカゴの縁編

15 岡山県勝山町月田のオオゾウケの縁編

17 島根県津和野のクチゾウケの底編

14鳥 取市のテカゴの底編

16 同  オオゾウケの底編

18同 クチゾウケの縁編
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19 20

21 22

23

24

   附図4 島根県津和野のカゴ細工

ユ9手 前はマルゾウケ,後 はクチゾウケとアユカゴ

20 マルゾウケ(左 が大,右 が小)

21細 工場

22 タケをへ ぐ

23 マルゾウケとクチゾウケ

24 トリノス(背 負カゴ)

827


